
 
 
 

3 日連続 3 回登壇・第 50 回日本医療福祉設備学会 

 

2021 年 9 月 24 日(金) 

 

50 回目の開催となる日本医療福祉設備学会にて、弊社代表が 3 日連続で登壇します。 

初日(11 月 24 日)はサテライトセッションとして HOSPEX Japan 2021 の会場にて『物資枯渇改善に貢献する

ホスピタルエンジニア(CHE)の目標志向活動(GOA)』と題した講演を予定しております。CHE とは、一般社団法

人日本医療福祉設備協会が主宰する検定試験であり、演者である西謙一は第 1回試験で取得しております。 

2 日目は学会の本会場にて一般演題『停電対応の分散化による医療 BCP 実行性向上』を発表します。重厚長

大な発電設備に依存せず、小出力発電設備を分散的に院内配備する事による停電対応について論じます。 

3 日目は一般演題『後発機器の緊急的供給を目指した医工連携による感染制御機器開発』を発表します。昨

年春から取り組んで参りました簡易陰圧システムの開発ストーリーに沿って行動や判断の良し悪しを聴衆の

皆様と共に判断し、今後の参考にして行きたいと考えております。 

いずれの話題も根底には BCP があり、非常時であっても混乱を最小化して業務を続ける事を目指しています。

弊社では目標志向の活動を推進する『GOA』(Goal-oriented action)を BCP に取り入れ、特に医療では平時に

行っていた診療を止める訳にはいかないため、その継続のために選び得る手段を豊富にするためのトレーニン

グ等をサービスとして提供しています。 

 

記 

標 題 ： 3 日連続 3 回登壇・第 50 回日本医療福祉設備学会 

演題名 ： 講演：物資枯渇改善に貢献するホスピタルエンジニア(CHE)の目標志向活動(GOA) 

発表：停電対応の分散化による医療 BCP 実行性向上 

発表：後発機器の緊急的供給を目指した医工連携による感染制御機器開発 

  

 

学会発表用スライドの一例 

時 期 ： 2021 年 11 月 24 日～11 月 26 日 東京ビッグサイトにて(予定) 

問合先 ： ＮＥＳ株式会社 お客様係 ｉｎｆｏ＠２４ｍｅｄ３６５．ｎｅｔ 

以上 


